教育が日本を救う！
日頃、私の政治活動に、ご支援・ご協力頂いていることに深く感謝申し上げます。我々政治家にとって、一番の財産は、支えてくれる人々でございます。これ無くして政治は始まりません。
先の北海道５区補欠選挙においても、和田義明先生の絶大なるご支援に対し重ねて御礼申し上げます。私も千歳・恵庭・北広島の代表の先生にお願いに伺い、心よく応援をいただき、無事当選を果たすことができました。感謝申し上げます。
現在、熊本地方中心に襲った九州の地震も自民党を上げて全力で被災地支援を行います。消費税・ＴＰＰ・地方創生など多くの課題がありますが全力で頑張っていきます。
国会議員の仕事の一番は、国家・国民の安全・権利を守ることですが、その為に、何が重要なのかと考えますと…安全保障・社会保障・景気・経済問題等…数多くの要因がありますが、「最重要」と聞かれた場合、私は間髪入れずに「教育」と答えます。
国や地方には歴史があり、その時代に責任世代と言われる人々がいます。ただ一番大事なのはその時々に問題は数多くあれ「解決する人」を教育し、育てることではないかと思います。
安倍総理は、アベノミクス第二弾で「出生率を１．８」に伸ばすことを公約としました。
今、小学校の児童生徒数の推移（過去１０年）では、平成２０年には７１０万人、平成２７年では（６５０万人）と６０万人の減少状態です。まさしく「少子化」を顕著に物語っています。
教育の現場では、不登校の問題・学力低下・子供の貧困対策・イジメなど多くの問題が存在します。
古くて新しい問題もありますが、昔は家庭・学校・地域社会が三位一体となり子供たちを育て、守っていたような気がします。
事実、自分も昭和３２年生まれで学校は楽しく（友人と会えるから）地域社会でも町内会活動が活発（夏のキャンプや餅つきは楽しかった…）などでいい思い出がたくさんあります。
科学技術の進歩は、決して否定するものではありませんが「日本人の心」つまり精神的進歩は、逆に後退していると思うのは私だけでしょうか？昨近の子供を取り巻く事件はそれを象徴していると思います。
国は、「社会を生き抜く力の養成」をスローガンに個性を認める・伸ばす・発揮すると声を上げています。
中教審においても、小学校からの英語教育の導入・社会参画のための力を育む新科目「公共」の検討・小中一貫教育・高大接続改革・幼児教育の段階的無償化・各種経済的支援など多くを議論しています。どれひとつとっても大切な事ばかりですが、子供たちが実社会の中で本当に「生きる力」「人間力」が育っていくのか私にはまだつかめません。
おおらかで笑顔の子供たちが、卒直に自分の夢をもち、夢を実現するような社会環境を今いる大人たちが造ることが、何よりも教育の基本の様な気がします。
会員の皆様、道路で子どもとすれ違う時「挨拶（おはよう・こんにちは）」を交し会える社会にするだけでも、何か変わるのではないでしょうか。子供たちのキラキラ光る目を見てください!！
それが実現するだけで日本は良くなると思います。
皆さんでやってみませんか。
岩見沢歯科医師会　会員

自由民主党北海道衆議院比例区第一支部　支部長　渡辺　孝一

